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不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

は

じ

め

に

は

じ

め

に

一
事
例
と
そ
の
検
討

一

お

わ

り

に

不

正

ア

ク

セ

ス

昭
和
六
二
年
に
な
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
改
正
刑
法
に
つ
い
て
の
考
察
は
既
に
多
数
の
論
考
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
問
題
に
な
っ

て
い
た
事
例
は
多
く
が
金
融
機
関
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
関
連
（
金
融
機
関
の
内
部
者
あ
る
い
は
C
D
犯
罪
と
い
わ
れ
る
）
の
不
正
行
為
が
主

(
1
)
 

流
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
法
改
正
も
か
か
る
事
例
を
念
頭
に
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
近
時
、
新
聞
報
道
等
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
被
害
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
近
時
の
具
体
的

な
事
例
を
元
に
、
右
改
正
刑
法
の
射
程
を
洗
い
直
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と

刑

法

北園

岡田
二
九

（
八
九
三
）

弘

章寿



程
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
共
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
電
子
商
取
引
を
行
う
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他

方
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
欠
陥
、
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
が
十
分
で
な
い
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
対

し
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
不
正
ア
ク
セ
ス
に
対
し
て
刑
罰
に
よ
る
処
罰
を
望
む
声
も
強
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
世
界
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
よ
っ
て
は
不
正
ア
ク
セ
ス
そ
の
も
の
が
犯
罪
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、

(
3
)
 

外
国
か
ら
日
本
へ
捜
査
依
頼
が
き
て
も
、
双
罰
性
の
原
則
か
ら
捜
査
協
力
が
で
き
な
い
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
お
り
、
捜
査
当
局
に
よ
る

不
正
ア
ク
セ
ス
取
り
締
ま
り
に
対
す
る
対
応
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
立
法
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
現
行
法
に
よ
っ
て
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

(4) 

進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
不
正
ア
ク
セ
ス
の
事
例
を
検
討
し
た
上
で
、
現
行
法
の
解
釈
論
上
の
射

(
1
)

関
西
大
学
の
加
藤
敏
幸
教
授
も
わ
が
国
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
」
は
、
従
来
か
ら
金
融
機
関
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
犯

罪
が
主
流
で
あ
り
、
金
融
機
関
内
部
犯
行
で
あ
る
オ
ベ
レ
ー
タ
に
よ
る
デ
ー
タ
改
宜
な
ど
の
不
正
操
作
や
C
D
カ
ー
ド
偽
造
事
件
が
大
半
で
あ
っ

た
。
ま
た
近
時
に
お
い
て
も
、
自
動
車
登
録
フ
ァ
イ
ル
や
住
民
基
本
台
帳
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
電
磁
的
公
正
証
書
原
本
不
実
記
録
の
犯
罪
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
週
刊
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
別
冊
研
究
者
へ
の
メ
ー
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り

(
h
3p:/
wヽ
w
w
.
a
l
e
p
h
.
c
o
.
j
p

、

c
h
o
j
i
k
a
n
/
i
n
t
v
i
e
w
 /
k
a
t
o
h
.
h
t
m
l
)
 

(
2
)

不
正
ア
ク
セ
ス
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
か
ら
の
報
告
を
も
と
に

J
P
C
E
R
T
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
緊
急
対
応
セ
ン
タ
ー
・

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
p
c
e
r
t
.
o
r
.
j
p
ヽ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
犯
罪
に
は
暗
数
が
つ
き
も
の
で
あ
り
、
潜
在
的
に
は
多
数
の
不
正
ア

ク
セ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
企
業
側
の
心
理
と
し
て
不
正
ア
ク
セ
ス
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
不
名
誉
か
つ
企
業
の
信
用

に
も
関
わ
る
こ
と
故
、
不
正
ア
ク
セ
ス
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
秘
匿
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
不
正
ア
ク
セ

関

法

第

四

七

巻

第

六

号

゜（
八
九
四
）



ー

ス
の
実
態
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
為
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

「
兼
元
・

I
C
P
O
総
裁
に
聞
<
」
-
九
九
七
年
―
二
月
三
一
日
読
売
新
聞

(
4
)

な
お
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
を
論
じ
る
際
に
は
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
実

際
に
も
不
正
ア
ク
セ
ス
よ
り
も
報
告
さ
れ
て
い
る
件
数
等
も
多
く
被
害
も
広
範
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
検
討
も
重
要
で
あ
る
（
ウ
ィ

ル
ス
被
害
に
つ
い
て
は

I
P
A
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
i
p
a
.
g
o
.
j
p
/
S
E
C
U
R
I
T
Y
 /index‘j.html)
。
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
感
染
し
た
段
階
で
は
処
罰
で
き
な
い
と

解
さ
れ
て
お
り
、
発
病
の
段
階
で
し
か
処
罰
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
平
成
八
年
四
月
に
警
察
庁
情
報
シ
ス
テ
ム
安
全
対
策
研
究
会
発
表
の

「
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
対
策
に
関
す
る
中
間
報
告
書
」
参
照
）
。
た
だ
し
、
不
正
ア
ク
セ
ス
と
ウ
ィ
ル
ス
被
害
の
問
題
は
質
的
に
異
な
る
も
の

で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
は
、
主
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
管
理
者
自
身
の
行
為
を
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
す
る
こ
と

が
多
く
、
例
え
ば
、
ウ
ィ
ル
ス
の
入
っ
た
電
子
メ
ー
ル
を
開
封
し
た
り
、
他
人
の
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
を
コ
ピ
ー
す
る
際
に

ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
そ
れ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
際
に
感
染
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
ウ
ィ
ル
ス
は
不
正
ア
ク
セ
ス
を
前
提
と

し
な
い
の
で
、
検
討
は
今
後
に
譲
り
た
い
。

事
例
と
そ
の
検
討

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
連
す
る
不
正
行
為
の
類
型
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
①
デ
ー
タ
の
不
正
操
作

(
1
)
 

権
限
使
用
③
デ
ー
タ
の
不
正
入
手
、
漏
示
④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
破
壊
に
分
け
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
便
宜
的

(
2
)
 

に
か
か
る
類
型
ご
と
に
事
案
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
1
)

的
場
純
男
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
刑
事
法
上
の
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
四
六
号
七
頁
。

(
2
)

い
く
つ
か
の
事
案
は
、

g
o
o
(
h丑
p:/＼
 www.goo.ne.jp/index.html)・-
n
f
o
s
e
e
k
(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
i
n
f
o
s
e
e
k
・
c
o
.
j
p
/
)
と
い
っ

た
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し
検
索
し
た
も
の
で
あ
る
。

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

（
八
九
五
）

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
無



込
み
送
金
さ
れ
た
金
員
を
願
取
す
る
と
共
に
、
右
詐
欺
事
犯
の
発
覚
を
免
れ
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
登
録
さ
れ
た
他

人
の
住
所
等
を
無
断
で
変
更
す
る
な
ど
し
た
被
告
人
に
対
し
有
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
。

会
員
情
報
を
も
と
に
会
員
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
解
析
す
る
ソ
フ
ト
）
を
利
用
し
て
、
他
人
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
探
り
当
て
た
り
し
て
い
た
が
、

こ
れ
を
利
用
し
て
ニ
フ
テ
ィ
会
員
に
成
り
済
ま
し
て
売
買
名
下
金
員
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
①
私
書
箱
業
者
を
利
用

し
て
架
空
の
住
所
を
設
定
し
て
、
、
右
住
所
で
実
在
す
る
他
人
名
義
の
銀
行
口
座
開
設
申
込
書
を
偽
造
し
て
口
座
を
開
設
し
、
②
ニ
フ

テ
ィ
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
会
員
の
住
所
情
報
を
架
空
の
住
所
に
変
更
し
た
う
え
、
③
他
人
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を

使
っ
て
ニ
フ
テ
ィ
内
に
勝
手
に
潜
り
込
み
、
ニ
フ
テ
ィ
が
会
員
に
提
供
す
る
電
子
掲
示
板
に
実
在
す
る
会
員
名
義
で
パ
ソ
コ
ン
の

C
P
u

と
メ
モ
リ
ー
を
売
る
な
ど
と
虚
偽
の
情
報
を
掲
載
し
、
こ
の
情
報
を
閲
覧
し
て
申
し
込
み
を
し
て
き
た
被
害
者
ら
に
対
し
、
さ
ら
に
商
品

を
確
実
に
送
付
す
る
、
代
金
等
は
前
記
口
座
に
入
金
し
て
欲
し
い
な
ど
の
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
な
ど
し
て
、
被
害
者
か
ら
右
口
座
に

振
り
込
み
送
金
を
受
け
て
代
金
名
下
に
八
六
万
円
余
を
騒
取
し
た
。
④
そ
の
後
、
被
害
者
ら
か
ら
の
追
求
や
警
察
の
捜
査
を
免
れ
る
た
め
、

前
記
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
前
記
住
所
情
報
を
私
書
箱
業
者
の
住
所
か
ら
別
の
住
所
に
変
更
す
る
な
ど
し
た
。

①
の
事
実
に
つ
き
私
文
書
偽
造
同
行
使
、
②
④
の
事
実
に
つ
い
て
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
、
③
の
事
実
に
つ
き
詐
欺
罪
の
成
立
を

認
め
た
判
例
で
あ
る
。

判
決
に
よ
る
と
、
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
い
た
ハ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト

事
例

2
 

パ
ソ
コ
ン
通
信
の
サ
ー
バ
ー
の
電
子
掲
示
板
等
に
他
人
名
義
で
虚
偽
の
情
報
を
書
き
込
み
、
同
情
報
を
閲
覧
し
た
も
の
か
ら
商
品
代
金
名
下
に
振
り

（
京
都
地
判
平
成
九
年
五
月
九
日
判
時
一
六
一
三
号
一
五
七
頁
）

①
デ
ー
タ
の
不
正
操
作

関
法
第
四
七
巻
第
六
号

(
G
O
M
E
M
B
E
R
.
L
I
S
T
に
記
載
さ
れ
た
ニ
フ
テ
ィ
の

（
八
九
六
）



本
判
決
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
が
争
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
個
々
の
犯
罪
の
正
否
に
関
す
る
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
こ
こ
で

ま
ず
、
電
子
掲
示
板
に
虚
偽
の
情
報
を
掲
載
し
架
空
の
部
品
販
売
を
す
る
こ
と
は
、
多
数
人
が
関
与
す
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
等
オ
ー
プ
ン

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
徴
を
利
用
し
た
新
し
い
形
態
の
犯
罪
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
手
段
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
使
っ
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、
人
を
欺
い
た
と
言
え
る
以
上
は
、
通
常
の
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
に
つ
い
て

定
め
る
刑
法
二
四
六
条
ノ
ニ
が
「
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
電
子
計
算
機
使

用
詐
欺
罪
は
詐
欺
罪
の
補
充
類
型
で
あ
り
、
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
は
成
立
し
な
い
。

で
は
、
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

ま
ず
、
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
が
必
要
で
あ
る
が
、
「
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
」
と
は
、

た
電
磁
的
記
録
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
の
こ
と
を
指
す
。

『
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
プ
』
を
提
供
す
る
ニ
フ
テ
ィ
株
式
会
社
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ

る
目
的
で
、
」
と
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
本
件
被
告
人
は
、
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
プ
の
会
員
の

I
D
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
そ

の
会
員
の
住
所
及
び
電
話
番
号
を
変
更
さ
せ
て
お
り
、
ニ
フ
テ
ィ
株
式
会
社
は
か
か
る
情
報
を
元
に
し
て
、
会
員
の
管
理
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
デ
ー
タ
を
変
更
さ
せ
た
こ
と
は
、
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
「
不
正
に
」
作

(
2
)
 

る
と
は
、
権
限
な
く
又
は
権
限
を
濫
用
し
て
電
磁
的
記
録
を
作
る
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
会
員
の
住
所
・
電
話
番
号
を
架
空

の
も
の
に
変
更
す
る
こ
と
は
、
権
限
が
な
い
場
合
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「
ニ
フ
テ
ィ
株
式
会
社
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
部
内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
憶
装
置
内
の
「
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

右
判
旨
で
は
こ
の
点
、
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
サ
ー
ビ
ス

若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

（
八
九
七
）

一
般
に
不
正
に
作
ら
れ



な
る
。

係
と
な
っ
て
い
る
。

（
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
プ
ロ
バ

（
八
九
八
）

フ
ァ
イ
ル
』
」
は
、
「
そ
の
事
務
処
理
の
用
に
供
す
る
権
利
、
義
務
ま
た
は
事
実
証
明
に
関
す
る
電
磁
的
記
録
」
に
あ
た
る
。
「
権
利
、
義

務
、
ま
た
は
事
実
証
明
に
関
す
る
」
の
意
味
は
、
私
文
書
偽
造
の
場
合
と
同
義
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
実
社
会
生
活
に
交
渉
を
有
す
る

(
3
)
 

事
項
を
証
す
る
に
足
り
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
か
ら
、
顧
客
管
理
に
関
す
る

ル
は
事
実
証
明
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
又
、
電
磁
的
記
録
と
は
「
一
定
の
記
録
媒
体
の
上
に
情
報
あ
る
い
は
デ
ー
タ
が
記
録
、
保
存
さ

(
4
)
 

れ
て
い
る
状
態
を
表
す
概
念
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
憶
装
置
内
の
「
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
」
は
こ
れ

に
該
当
し
、
し
た
が
っ
て
、
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
が
成
立
す
る
と
し
た
右
判
旨
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
件
の
場
合
は
、
刑
法
一
六
一
条
の
二
第
三
項
の
不
正
作
出
電
磁
的
記
録
供
用
罪
に
つ
い
て
は
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

罪
数
に
つ
い
て
は
、
私
文
書
偽
造
・
同
行
使
が
牽
連
犯
と
な
り
、
そ
れ
ら
と
詐
欺
罪
、
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
と
が
併
合
罪
の
関

右
判
決
で
は
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
に
つ
い
て
は
、
何
ら
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
成
否
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
。

本
件
行
為
が
行
わ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
通
信
は
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
他
人
名
義
の

I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
名
義
人
に
対
し
て
ア
ク
セ
ス
時
間
に
対
応
し
た
課
金
が
為
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る

イ
ダ
ー
と
い
う
接
続
業
者
を
介
し
て
接
続
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
）
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
他
人
の
I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
支
払
う
べ
き
課
金
を
免
れ
た
こ
と
を
捉
え
て
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と

本
件
事
案
は
、
従
量
制
の
課
金
が
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
事
案
で
あ
る
が
、
立
法
段
階
で
は
有
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
し
て
議
論
が

る。

関

法

第

四

七

巻

第

六

号

（
こ
れ
に
基
づ
き
課
金
等
の
事
務
も
行
わ
れ
る
）

四

フ
ァ
イ



こ
の
点
、
前
記
刑
法
改
正
の
際
の
法
務
省
刑
事
局
立
案
担
当
者
（
以
下
「
立
案
担
当
者
」
と
い
う
）

五

な
さ
れ
て
お
り
、
本
質
的
な
差
異
は
な
い
こ
と
か
ら
、
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
議
論
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
有
料
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
利
用
な
い
し
有
料
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
と
い
う
意
味
で
の
財
産
上
の
利
益
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
、
契
約
者
を
装
っ
て
そ

の
I
D
番
号
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
を
電
子
計
算
機
に
入
力
し
た
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
不
実
の
記
録
に
基
づ
い
て

得
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
他
方
、
正
規
の
利
用
料
金
の
支
払
を
免
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
財
産
上
の
利
益
に
つ
い
て
い
え
ば
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
利
用
契
約
者
に
お
い
て
は
、
契
約
者
I
D
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し
て
な
さ
れ
た
利
用
に
つ
い
て
は
、
契
約
者
が
当
然
料

金
を
支
払
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
不
正
利
用
者
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
関
係
で
不
実
の
記
録
と
は
無
関
係
に
不
法
行
為
に

よ
る
損
害
賠
償
義
務
を
事
実
上
免
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
べ
き
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
他
人
の

電
話
機
を
無
断
で
使
用
す
る
よ
う
な
場
合
と
同
様
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
課
金
フ
ァ
イ
ル
に
作
出
さ
れ
る
記
録
は
、
当
該
I
D
番
号
の
客
観

的
な
使
用
度
数
そ
の
も
の
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
不
実
の
記
録
が
作
出
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
と
見
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
」
と

(
5
)
 

し
て
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
立
案
担
当
者
も
、
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
用
に
つ
い
て
、
用
い
ら
れ
た
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
本
来
の
名
義
人
が
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
提
供
業
者
に
料
金
を
支
払
う
こ
と
を
条
件
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
契
約
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
鍵
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
を
行
為
者
が
勝
手
に
用
い
た
と
し
て
も
、
パ
ス
ワ
ー
ド
自
体
は
虚
偽
の
電
磁
的
記
録
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
行
為
者
が

(
6
)
 

得
た
と
い
え
な
く
も
な
い
財
産
上
不
法
の
利
益
は
虚
偽
の
電
磁
的
記
録
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
も
の
で
な
い
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
西
田
教
授
は
、
「
使
用
料
金
の
決
済
が
電
子
計
算
機
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
課
金
フ
ァ
イ
ル
上
に
、

あ
た
か
も
本
来
の
保
有
者
が
利
用
し
た
か
の
よ
う
な
記
録
が
残
る
と
き
は
、
債
務
免
脱
型
の
不
法
利
得
と
し
て
、
本
条
前
段
に
当
た
る
こ

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

（
八
九
九
）



る。
そ
れ
で
は
、
か
か
る
点
に
つ
い
て
ど
う
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（九
0
0
)

「
虚
偽
の
情
報
」
と
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
事
務
処
理
目
的
に
照
ら
し
、
そ
の
内
容
が
真
実
に
反
す
る
情
報
を

い
い
、
「
不
正
の
指
令
」
と
は
、
同
じ
く
事
務
処
理
の
目
的
に
照
ら
し
、
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
指
令
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
。
か
か

る
定
義
に
つ
い
て
は
特
段
の
異
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
虚
偽
の
情
報
」
と
い
え
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

I
D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
に
よ
る
認
証
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
事
務
処
理
目
的
と
い
う
も
の
を
考
え
る
な
ら
ば
、

I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
る
。

I
D
と
入
力
す
べ
き
パ
ス
ワ
ー
ド
が
一
致
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
内
容
が
真
実
に
反
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
「
不
正
の
指
令
」
に
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
こ
と
か

ら
す
る
な
ら
ば
、
「
虚
偽
の
情
報
」
と
異
な
り
、
あ
る
程
度
規
模
的
な
要
素
を
加
味
し
て
解
放
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
他
人
の

I
D

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
は
、
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
情
報
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
不
正
の
「
指

(10) 

令
」
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
情
報
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
よ
う
に

解
す
る
と
、
「
虚
偽
の
情
報
」
と
「
不
正
の
指
令
」
の
区
別
を
し
た
意
味
が
な
く
な
る
が
、
さ
り
と
て
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
こ
と
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を
送
る
こ
と
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
上
質
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
か
か
る
区
別
を
採
る
こ

と
は
実
際
上
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
不
正
の
指
令
」
の
要
件
を
満
た
す
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
不
実
の
」
と
は
、
客
観
的
に
み
て
真
実
に
反
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
も
、
実
際
に
使
用
し
て
い
な
い

契
約
者
が
使
用
し
た
か
の
様
な
記
録
が
作
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
要
件
で
は
構
成
要
件
該
当
性
を
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ

(
7
)

（

8
)
 

と
に
な
る
」
と
し
て
本
罪
の
成
立
を
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

関

法

第

四

七

巻

第

六

号

六



し
た
が
っ
て
、

＿七

で
は
、
「
財
産
上
不
法
の
利
益
を
得
」
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
財
産
上
の
利
益
を
得
」
た
と
え
、
財
産
権
の
得
喪
、
変
更
に
係
る

不
実
又
は
虚
偽
の
電
磁
的
記
録
に
基
づ
き
事
実
上
財
産
を
自
由
に
処
分
で
き
る
利
益
を
得
る
こ
と
及
び
債
権
者
の
追
求
が
事
実
上
不
可
能

と
な
り
か
ね
な
い
状
態
を
生
じ
さ
せ
て
債
務
を
免
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
立
案
担
当
者
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
有

料
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
と
い
う
意
味
で
の
財
産
上
の
利
益
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
不
実
の
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
て
得
た
も
の
で
は
な

く
、
電
磁
的
記
録
と
の
因
果
関
係
な
し
に
利
益
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
契
約
者
に
お

い
て
は
、
契
約
者
I
D
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し
て
な
さ
れ
た
利
用
に
つ
い
て
は
、
契
約
者
が
当
然
料
金
を
支
払
う
ぺ
き
も
の
と
さ

れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
契
約
者
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
に
ま
っ
た
＜
帰
責
性
が
な
い
よ
う
な
場
合
に
ま
で
料

金
の
支
払
い
義
務
を
負
う
と
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
者
が
代
金
支
払
債
務
を
免
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑

問
も
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

一
応
、
有
料
サ
ー
ビ
ス
の
無
権
限
利
用
に
よ
っ
て
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
は
成
立
し
な
い
と
考
え
る
。

(
1
)

鶴
田
六
郎
・
横
畠
裕
介
・
米
澤
慶
治
編
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
」
(
-
九
八
八
年
）
八
五
頁
。
な
お
同
書
は
以
下
「
米
澤
編
解
説
」
と

略
す
る
。

(
2
)

「
不
正
に
」
と
い
う
要
件
に
権
限
濫
用
の
場
合
を
含
む
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
設
置
主
体
と
の
関
係
で
、
無
権
限
で
ま
た
は
権
限
を
逸
脱
し
て

電
磁
的
記
録
を
作
出
す
る
と
い
う
こ
と
と
す
る
説
と
権
限
を
濫
用
し
て
電
磁
的
記
録
を
作
出
す
る
場
合
を
含
む
と
す
る
説
の
争
い
が
あ
る
。
有
形

偽
造
と
無
形
偽
造
と
を
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
言
自
体
の
意
味
と
し
て
権
限
濫
用
の
場
合
を
含
ま
な
い
と
解
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
権
限
を
逸
脱
し
た
場
合
と
濫
用
し
た
場
合
の
実
際
上
の
差
は
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
電
子
計
算
機
使
用

詐
欺
罪
の
事
案
で
あ
る
（
東
京
高
判
平
成
五
年
六
月
二
九
日
判
時
一
四
九
一
号
一
四
一
頁
）
が
、
「
信
用
金
庫
支
店
長
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
振
込
み
入
金
処
理
等
に
つ
い
て
、
本
位
的
訴
因
で
あ
る
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
し
商
法
の
特
別
背
任
罪
の
成

立
を
認
め
た
原
判
決
が
誤
り
で
あ
る
と
し
て
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
た
さ
れ
た
」
事
例
が
、
参
考
に
な
る
。

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

（九

oI

)

 



(
3
)
事
実
証
明
に
関
す
る
文
書
と
は
、
実
社
会
生
活
に
交
渉
を
有
す
る
事
項
を
証
す
る
に
足
り
る
文
書
（
最
決
昭
和
三
三
・
九
・
一
六
刑
集
―
―
―
•

一
三
・
―
―

1
0
三
一
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
だ
し
、
社
会
生
活
に
お
い
て
一
定
程
度
以
上
の
重
要
性
を
有
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
解
す
ぺ

き
で
あ
る
。
。

(
4
)

刑
法
七
条
ノ
ニ
は
刑
法
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
お
け
る
共
通
の
要
件
と
し
て
電
磁
的
記
録
と
い
う
要
件
を
設
け
て
い
る
。
便
宜
上
こ

こ
で
そ
の
概
要
を
簡
単
に
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

か
か
る
定
義
規
定
新
設
の
理
由
は
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
用
い
ら
れ
る
記
録
に
は
、
様
々
な
性
質
の
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
次
改
正
に
よ

る
処
罰
規
定
の
適
用
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
定
義
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
」
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
（
的
場
純
男
•
河
村

博
米
沢
編
解
説
六
0
、
六
一
頁
）
。

処
罰
範
囲
の
限
定
の
意
味
は
、
「
記
録
」
で
あ
っ
て
「
記
録
物
」
で
は
な
く
（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
は
多
数
の
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
の
で
）
、
さ
ら

に
、
情
報
や
秘
密
と
言
っ
た
も
の
そ
れ
自
体
を
客
体
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
あ
る
。
そ
し
て
電
磁
的
「
記
録
」
と
さ

れ
て
い
る
以
上
は
、
中
継
さ
れ
て
い
る
途
中
、
た
と
え
ば
転
送
中
の
メ
ー
ル
上
の
デ
ー
タ
は
、
刑
法
上
の
電
磁
的
記
録
に
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
（
的
場
純
男
・
河
村
博
前
掲
米
澤
編
解
説
六
一
頁
）
た
だ
し
、
通
信
あ
る
い
は
処
理
中
の
デ
ー
タ
を
操
作
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
あ
る
べ
き
で
な
い
電
磁
的
記
録
が
で
き
あ
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
、
不
正
作
出
罪
の
成
立
を
認
め
う
る
（
中
森
喜
彦
・

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
文
書
犯
罪
」
刑
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
五
0
二
頁
）
の
で
、
通
信
中
の
デ
ー
タ
に
対
す
る
行
為
が
す
ぺ
て
不
可
罰
と
な
る
わ
け

で
は
な
い
。

(
5
)
的
場
純
男
•
前
掲
米
澤
編
解
説
一
三
一
頁
。

(
6
)

米
澤
慶
治
・
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
(
-
九
九
一
年
）
一

0
巻
一
五

0
頁。

(
7
)
西
田
典
之
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
業
務
妨
害
•
財
産
罪
」
刑
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
。

(
8
)

前
田
教
授
は
、
他
人
の
電
話
回
線
が
接
続
さ
れ
た
配
電
盤
の
電
話
配
線
接
続
端
子
に
自
分
で
改
造
し
た
電
話
機
様
の
器
具
を
接
続
さ
せ
、
同
回

線
か
ら
自
己
の
開
設
し
た
ダ
イ
ヤ
ル
Q
2
番
組
へ
の
通
話
状
態
に
し
て
そ
れ
を
長
時
間
継
続
さ
せ
、

N
T
T
か
ら
情
報
料
名
下
に
二

0
0
万
円
を

自
己
名
義
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
せ
た
と
い
う
事
案
に
つ
き
、
通
話
記
録
自
体
は
「
虚
偽
」
と
は
い
え
な
い
の
で
、
二
四
六
条
の
二
の
「
虚
偽

の
情
報
」
に
は
該
当
し
な
い
と
し
、
二
四
六
条
の
二
に
い
う
「
不
正
の
指
令
」
と
は
、
財
産
権
に
係
る
記
録
を
作
出
・
変
更
す
る
よ
う
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
い
る
行
為
を
意
味
す
る
か
ら
、
不
正
の
指
令
に
も
あ
た
ら
な
い
と
し
て
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
。

(
L

関
法
第
四
七
巻
第
六
号

八

（九
0
二）
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e
s
s
o
n
刑
法
37
（
一
九
九
七
年
）
三
二
四
頁
岡
山
地
判
平
成
四
年
八
月
四
日
判
例
集
未
登
載
の
判
決
を
元
に
し
た
説
例
の
様
で
あ
る
。
）

(
9
)

東
京
高
判
平
成
五
年
六
月
二
九
日
は
、
「
虚
偽
の
情
報
」
と
は
、
電
子
計
算
機
を
使
用
す
る
当
該
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て

い
る
事
務
処
理
の
目
的
に
照
ら
し
、
そ
の
内
容
が
真
実
に
反
す
る
情
報
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
な
金
融
実
務
に
お
け
る
入
金
、
振
込

入
金
（
送
金
）
に
即
し
て
い
え
ば
、
入
金
等
に
関
す
る
「
虚
偽
の
情
報
」
と
は
、
入
金
等
の
入
力
処
理
の
原
因
と
な
る
経
済
的
・
資
金
的
実
体
を

伴
わ
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
符
合
し
な
い
情
報
を
い
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
判
時
一
四
九
一
号
一
四
一
頁
．

西
田
典
之
・
判
例
評
論
四
三
三
号
七
四
頁
）

(10)

山
中
敬
一
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
法
学
入
門
(
-
九
八
九
年
）

②
デ
ー
タ
の
不
正
入
手

七
0
0
0
人
分
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
漏
え
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ヘ
の
認
識
不
足
が
原
因

平
成
九
年
年
五
月
二
五
日
、

N
T
T

0
人
分
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
漏
え
い
し
た
。
会
員
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
格
納
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
用
サ
ー
バ
ー
が
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
た
た
め
だ
。
こ
の

サ
ー
バ
ー
は
不
正
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
対
策
に
不
備
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
調
査
の
結
果
、
五
月
二
五
日
の
ニ
ー
時
三
八
分
か
ら
の
二
四
分
間
、
ス
タ
ッ
フ
用
の

I
D
を
使
っ
た
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
正
規
の
ス

タ
ッ
フ
は
こ
の
時
間
に
ア
ク
セ
ス
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
不
正
な
ア
ク
セ
ス
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
二
四
分
間
に
だ
れ
か
が
パ
ス
ワ
ー
ド
・

当
時
、

N
T
T

一
七
九
頁
。

一九

P
C
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
本
社
東
京
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
ユ
ー
ザ
ー
約
七

0
0

P
C
は
パ
ス
ワ
ー
ド
が
漏
え
い
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
判
断
し
た
。

P
C
の
開
発
部
門
は
新
し
い
顧
客
管
理
用
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
お
り
、
サ
ン
プ
ル
・
デ
ー
タ
と
し
て
二
月
一

0
日
時
点
の
全
会
員

の
パ
ス
ワ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
開
発
用
サ
ー
バ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
直
接
接
続
さ
れ
て
お
り
、
「
フ
ァ
イ
ア
ウ
オ
ー

ル
な
ど
特
別
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
措
置
は
施
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
広
報
）
た
め
、
外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
。

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

フ
ァ
イ
ル
を
参
照
し
た
記
録
も
残
っ
て
い
た
た
め
、

N
T
T

事
例

（九
0
三）



ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
資
料
を
入
手
し
た
、
と
い
う
。

（九
0
四）
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N
T
T
情
報
通
信
研
究
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
通
信
網
が
外
部
か
ら
侵
入
さ
れ
て
い
た
問
題
で
、
同
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

(
H
I
)
研

究
所
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
の
通
信
網
も
今
年
3
月
侵
入
を
受
け
、
大
量
の
社
外
秘
資
料
が
漏
え
い
し
て
い
た
こ
と
が
六
日
、
毎
日
新
聞
社
の
調
ペ

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
侵
入
は
情
通
研
と
同
様
、
研
究
者
用
に
設
け
て
い
た
電
話
回
線
経
由
で
安
全
対
策
の
す
き
を
突
い
て
い
た
。

毎
日
新
聞
の
調
べ
で
は
、
侵
入
者
は
情
通
研
と
同
じ
東
北
地
方
の
二

0
代
の
会
社
貝
。
会
社
員
の
証
言
に
よ
る
と
、
今
年
三
月
二

0
日
、
自
作
の
専

用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

H
I
研
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
接
続
す
る
電
話
番
号
を
突
き
止
め
た
。
さ
ら
に

I
D
（
個
人
識
別
番
号
）
と
パ
ス
ワ
ー
ド

（
暗
証
番
号
）
を
と
も
に
「
g

u

e

s

t
」
と
入
力
し
て
侵
入
。

H
I
研
の
二
つ
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
、

A
4
判
に
印
刷
し
て
約
三

0
0

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
関
係
者
に
よ
る
と
、
「
g

u

e

s

t
」
の

I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
際
の
テ
ス
ト
用
に
使
わ
れ
、
使
用

後
は
通
常
削
除
さ
れ
る
と
い
う
。
今
回
は
何
ら
か
の
理
由
で
消
し
忘
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
電
子
デ
ー
タ
が
危
な
い
・
毎
日
新
聞
・
J
a
m
.
J
a
m
サ
イ
バ
ー
編
集
局

右
の
事
例
は
、

http:/ ＼ 
w
w
w
3
.
m
a
i
n
i
c
h
i
.
c
o
.
j
p
 ¥
 he
n
s
y
u
u
 ¥
 fr
a
m
e
.
h
t
m
l
)
 

い
ず
れ
も
パ
ス
ワ
ー
ド
等
が
漏
洩
し
た
事
案
つ
ま
り
不
正
行
為
者
の
側
か
ら
見
れ
ば
デ
ー
タ
の
不
正
入
手
の
事
案
で
あ

る
。
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
に
つ
い
て
は
、
情
報
を
不
正
入
手
す
る
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
、
被
害
者
側
に
お
け
る
情

報
自
体
の
価
値
の
減
少
と
は
必
ず
し
も
対
応
す
る
も
の
で
な
く
、
財
産
上
の
利
益
が
被
害
者
の
不
利
益
に
お
い
て
犯
人
に
移
転
し
た
と
は

い
え
な
い
と
し
て
成
立
し
な
い
、
す
な
わ
ち
「
財
産
上
の
利
益
」
を
得
た
と
は
言
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
に
つ
い
て
は
、
立
案
担
当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
無
権
限
使
用
の
場
合
と
同
様
に
同
罪
は
成
立

事
例

（
関
信
浩
日
経
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
六
月
二
三
日
号

関

法

第

四

七

巻

第

六

号

四
〇



事
案
二
の
よ
う
に
一
定
の
者
の
み
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
通
常
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
と
い
う
、

誰
が
い
つ
ア
ク
セ
ス
し
た
の
か
を
自
動
的
に
記
録
す
る
様
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
（
か
か
る
フ
ァ
イ
ル
が
な
け
れ

ば
不
正
ア
ク
セ
ス
を
発
見
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
）
。
そ
こ
で
、

ま
ず
、
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
電
磁
的
記
録
が
単
に
作
出
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
「
不
正
に
」
作
出
さ

れ
た
と
言
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
不
正
に
」
と
は
、
権
限
な
く
又
は
、
権
限
を
濫
用
し
て
電
磁
的
記
録
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

他
人
の

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
す
る
権
限
は
な
く
、
他
人
の

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
な
け
れ
ば
、
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
、
「
不
正
に
」
と
の
要
件
を
満
た
す
と
考
え
る
。
こ
の
点
、
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
は
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能

と
し
て
自
動
的
に
作
成
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
を
し
た
者
が
意
図
し
て
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

電
磁
的
記
録
を
作
出
し
た
と
い
え
な
い
と
の
考
え
方
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

る
程
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
自
動
的
に
フ
ァ
イ
ル
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

I
D
・

パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
行
為
を
と

ら
え
て
作
成
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

ル
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
も
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
実
態
に
鑑
み
れ
ば
、
作
出
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
」
と
は
、
不
正

に
作
ら
れ
た
電
磁
的
記
録
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
事
務
処

理
」
と
は
、
財
産
上
、
身
分
上
そ
の
他
の
人
の
生
活
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
と
認
め
ら
れ
る
事
柄
の
処
理
を
い
い
、
業
務
と
し
て
行

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

問
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

(
2
)
 

し
な
い
と
さ
れ
る
。

四

ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
を
捉
え
て
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
事
務
処
理
に
お
い
て
は
あ

ハ
ッ
キ
ン
グ
を
意
図
的
に
行
う
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
十
分
ロ
グ
フ
ァ
イ

（九
0
五）



東
京
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
文
京
区
）
が
学
内
外
の
研
究
者
用
に
登
録
制
で
運
用
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
一

0
年
近

事

例

四

4

③
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
の
無
権
限
使
用

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

四
二
（
九
〇
六
）

わ
れ
る
事
務
か
否
か
、
法
律
的
な
事
務
か
否
か
、
財
産
上
の
事
務
か
否
か
を
問
わ
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
は
、
当
該

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
だ
け
が
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
手
段
と
し
て
不
可
欠
の
フ
ァ
イ
ル
で
あ

り
、
他
人
が
使
用
し
た
か
の
様
な
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
は
、

に
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
よ
う
な
有
料
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
に
は
右
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
を
前
提
に
課
金
を
行
う
こ
と
か
ら
、
他
人
の

I
D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
課
金
を
誤
ら
せ
る
と
い
う
意
味
で
、
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
は
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
件
で
は
、
内
部
の
研
究
者
向
け
と
い
う
こ
と
で
、
課
金
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
人

の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
あ
り
と
い
え
る
の
か
若
干
疑
問
で
あ
る
。
特
に
、
か
か
る
要
件
が
、
処
罰
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
か
か
る
場
合
を
も
含
め
る
こ
と
は
、
立
法
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、

ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
が
自
動
的
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

ド
を
知
っ
て
い
た
ず
ら
半
分
に
無
権
限
使
用
を
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
目
的
あ
る
い
は
故
意
を
欠
く
場
合
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

的
場
純
男
•
前
掲
米
澤
編
解
説
一
三
一
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
無
権
限
使
用
の
項
目
参
照
。

鶴
田
六
郎
1
1

横
畠
裕
介
•
前
掲
米
澤
編
解
説
八
五
頁
。

関
法

第
四
七
巻

第
六
号

ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
の
証
明
機
能
を
誤
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
特

ハ
ッ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
態
様
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま

I
D
・

パ
ス
ワ
ー



い
こ
と
、

近
も
利
用
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。

四

く
不
正
ア
ク
セ
ス
（
無
権
限
使
用
）
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
一
五
日
、
毎
日
新
聞
の
調
べ
で
分
か
っ
た
。
登
録
し
て
い
な
い
人
物
が
安
全
対
策
の
甘
さ
を
つ

い
て
侵
入
、
盗
み
見
た
正
規
利
用
者
の
I
D
（
個
人
識
別
番
号
）
と
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
を
勝
手
に
使
っ
て
接
続
し
た
う
え
、
同
シ
ス
テ
ム
経
由

で
首
相
官
邸
な
ど
へ
の
侵
入
も
試
み
て
い
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
全
面
的
な
安
全
対
策
の
見
直
し
を
始
め
た
。

毎
日
新
聞
が
入
手
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
無
登
録
者
が
初
め
て
侵
入
し
た
の
は
一
九
八
0
年
代
末
。
首
都
圏
の
別
の
私
立
大
教
授
に
八
六
年
に
発

行
さ
れ
た
二
つ
の
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
勝
手
に
使
用
、
電
話
回
線
経
由
で
不
正
ア
ク
セ
ス
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

無
登
録
者
の
証
言
に
よ
る
と
、
当
初
の
侵
入
目
的
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と
で
、

I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
と
も
に
「
n
e
w
s
」
を
入

力
し
た
と
こ
ろ
、
侵
入
で
き
た
と
い
う
。
以
後
、
不
正
専
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
複
数
の
利
用
者
の
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
割
り
出
し
、
こ
れ
で
最

（
電
子
デ
ー
タ
が
危
な
い
・
毎
日
新
聞
j
a
m
.
J
a
m
サ
イ
バ
ー
編
集
局

http://www3.mainichi.eo.jp/hensyuu/frame.htm1) 

こ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
侵
入
目
的
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と
で
、

I

D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
と
も
に
「

n
e
w

s
」
を
入
力
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
他
か
ら
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
取
得
し
た
の
で
は
な
く
、
典
型
的
な
無
権
限
使
用
の
場
合
で
あ

る
。
（
そ
れ
以
降
の
侵
入
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
の
不
正
入
手
の
問
題
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
）

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
、
設
置
管
理
者
の
意
思
に
反
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
さ
れ
た
と
し
て
、
電
子
計
算
機
損
壊
等
に
よ
る

業
務
妨
害
罪
（
刑
法
二
三
四
条
の
二
）
に
該
当
し
な
い
か
に
つ
き
検
討
す
る
。

立
案
担
当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
行
為
は
構
成
要
件
該
当
性
が
否
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
右
の
よ

う
な
行
為
は
、
通
常
、
「
使
用
目
的
に
沿
う
べ
き
動
作
を
さ
せ
ず
又
は
使
用
目
的
に
反
す
る
動
作
を
さ
せ
て
」
と
い
う
要
件
に
該
当
し
な

一
般
的
に
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
、
業
務
の
遂
行
が
外
形
的
に
妨
げ
ら
れ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
「
業
務
を
妨

(
1
)
 

害
し
」
と
い
う
要
件
に
も
当
た
ら
な
い
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

（九
0
七）



西
田
教
授
は
、
右
の
よ
う
な
行
為
の
場
合
、
他
人
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
用
い
て
い
る
点
を
と
ら
え
て
、
「
虚
偽
の
情
報
若
し
く
は
不
正
な

指
令
」
を
与
え
た
と
も
評
価
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
ま
た
、
電
子
計
算
機
の
設
置
者
す
な
わ
ち
当
該
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
管

理
し
て
い
る
も
の
か
ら
す
れ
ば
、
無
権
限
者
の
か
か
る
電
子
計
算
機
の
利
用
は
そ
の
意
思
に
反
す
る
動
作
で
あ
っ
て
、
「
使
用
目
的
に
沿

う
べ
き
動
作
を
さ
せ
ず
、
ま
た
は
使
用
目
的
に
反
す
る
動
作
を
さ
せ
て
」
い
る
と
み
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

神
山
教
授
は
、
「
不
正
の
指
令
」
を
与
え
た
と
解
釈
し
う
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
が
、
当
該
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
用
す
る
こ
と
が
、
た
と
え
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
設
置
者
の
客
観
的
目
的
に
反
し
た
と
み
る
こ
と
は
通
常
無
理
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
演
算
や
検
索
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
処
理
能
力
が
大
き
い
た
め
同
時
に
多
く
の
者
が
そ
れ
を

使
用
で
き
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
無
権
限
使
用
者
の
使
用
が
他
人
の
業
務
を
妨
害
す
る
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
、
解
釈
論

と
し
て
、
無
権
限
使
用
は
本
条
の
構
成
要
件
該
当
性
が
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
同
条
の
「
使
用
目
的
」
と
は
具
体
的
な
業
務
遂
行
の
場
面
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
目
的
を
い
う
と
立
案
当
局
は
解

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
文
言
上
は
か
か
る
限
定
を
読
み
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
神
山
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
目
的
」
を

ど
う
捉
え
る
か
に
よ
り
解
釈
は
分
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
当
該
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
パ
ス
ワ
ー
ド
が
設
定
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
（
本
件
で
は
設
定
さ
れ
て
い
る
）
、
設
置
者
の
客
観
的
な
目
的
に
反
し
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

さ
ら
に
業
務
が
妨
害
さ
れ
て
い
な
い
と
の
点
に
つ
い
て
も
、
西
田
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

偽
計
業
務
妨
害
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
最
高
裁
決
定
（
最
決
昭
和
五
九
年
四
月
二
七
日
刑
集
三
八
巻
六
号
二
五
八
四
頁
）

ば
、
業
務
を
妨
害
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

関
法
第
四
七
巻
第
六
号

（九
0
八）

マ
ジ
ッ
ク
ホ
ン
事
件
に
つ
い
て

の
立
場
に
よ
れ

マ
ジ
ッ
ク
ホ
ン
の
取
り
付
け
に
よ
り
課
金
装
置
の
作
動
を
不

能
に
し
て
も
、
そ
れ
は
課
金
業
務
自
体
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
り
外
形
的
に
混
乱
さ
せ
る
訳
で
は
な
く
、
当
該
加
入
電
話
者
に
対
す
る
課
金

四
四



共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

業
務
に
お
け
る
個
別
的
な
料
金
計
算
を
誤
ら
せ
た
に
す
ぎ
な
い
と
見
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
「
業
務
を
妨
害
し
」
の
意
味
に
つ
い

て
は
、
偽
計
・
威
力
業
務
妨
害
罪
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
「
外
形
的
に
」
混
乱
し
て
い
な

(
3
)
 

い
か
ら
と
い
っ
て
、
解
釈
論
上
業
務
が
妨
害
さ
れ
て
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

業
務
妨
害
罪
の
保
護
法
益
は
、
人
の
業
務
の
遂
行
の
意
思
決
定
あ
る
い
は
そ
の
遂
行
の
実
現
と
し
て
の
行
動
の
自
由
と
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
（
立
案
担
当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
二
三
四
条
の
二
も
保
護
法
益
は
同
様
で
あ
る
）
。
そ
う
す
る
と
、
確
か
に
、
無
権
限
使
用
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
自
体
に
何
ら
本
来
の
動
作
と
異
な
る
こ
と
が
な
い
以
上
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
運
営

の
意
思
決
定
や
実
際
の
運
営
の
自
由
を
な
ん
ら
「
妨
害
」
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
他
方
、
妨
害

さ
れ
る
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
自
体
で
は
な
く
、
業
務
で
あ
る
以
上
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
何
ら
の
負
荷
が
か
か
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
業
務
が
妨
害
さ
れ
た
と
言
い
得
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
負
荷
が
か
か
る
等

の
点
に
つ
い
て
は
「
使
用
目
的
に
反
す
る
動
作
を
さ
せ
て
」
の
解
釈
の
問
題
で
あ
る
。
）

ま
た
、
仮
に
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
に
該
当
し
な
い
と
解
し
た
と
し
て
も
、

四
五

マ
ジ
ッ
ク
ホ
ン
の
利
用
が
、
偽
計
業
務
妨
害
罪

に
該
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
有
料
の
電
子
計
算
機
の
シ
ス
テ
ム
の
無
権
限
使
用
に
つ
い
て
は
、
偽
計
業
務
妨
害
罪
で
処
罰
す

る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
生
じ
る
。
マ
ジ
ッ
ク
ホ
ン
事
件
に
お
い
て
は
、
「
課
金
装
置
の
作
動
を
不
能
に
し
た
行
為
」
を

捉
え
て
業
務
妨
害
罪
を
肯
定
し
て
お
り
、
有
料
の
電
子
計
算
機
の
無
権
限
使
用
も
、
課
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
動
を
不
能
に
し
て
い
る
点
は

本
件
事
案
に
つ
い
て
は
、
新
聞
記
事
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
学
の
し
か
も
内
部
の
研
究
者
向
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
課
金
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
不
正
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
か
否
か
を
発
見
す
る
の
が
東
京
大
学
大
型
計

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

（九
0
九）



事
例 ④

 
六

朝
日
放
送
サ
イ
ト
に
わ
い
せ
つ
画
像
を
流
し
た
男
を
起
訴

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
破
壊

（九一

0
)

算
機
セ
ン
タ
ー
の
本
来
的
な
業
務
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
本
罪
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、

(
4
)
 

課
金
業
務
を
外
形
的
に
妨
害
し
た
と
解
し
う
る
マ
ジ
ッ
ク
ホ
ン
の
事
案
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
1
)
横
畠
裕
介
•
前
掲
米
澤
編
解
説
一
0
五
頁
。

(
2
)
西
田
典
之
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
業
務
妨
害
•
財
産
罪
」
刑
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
五
一
七
頁
。
た
だ
し
、
西
田
教
授
も
運
用
上
は
、
立
案
当
局
の

説
明
通
り
に
運
用
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
旨
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
3
)

マ
ジ
ッ
ク
ホ
ン
事
件
は
、
昭
和
六
二
年
改
正
前
の
事
件
で
あ
る
が
、
改
正
後
で
あ
れ
ば
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
で
立
件
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。
こ
の
点
、
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
の
回
線
に
通
話
料
金
が
計
算
さ
れ
な
い
よ
う
パ
ソ
コ
ン
で
不
正
信
号
を
送
っ
た
上
で
国
際
通
話

を
行
っ
て
そ
の
通
話
料
金
の
支
払
を
免
れ
た
こ
と
が
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
判
例
が
あ
る
（
東
京
地
判
平
成
七
年
二
月

一
三
日
判
時
一
五
二
九
号
一
五
八
頁
）
。

(4)

山
口
教
授
は
マ
ジ
ッ
ク
ホ
ン
事
件
の
決
定
に
つ
き
、
「
通
話
料
金
課
金
業
務
を
問
題
と
し
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
も
「
課
金
装
置
の
作
動
を
不
能

に
し
た
行
為
」
を
捉
え
て
業
務
妨
害
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の
外
形
的
妨
害
を
認
め
た
も
の
で
あ
」
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
山
口
厚
．

判
例
百
選

11第
三
版
・
ニ
五
一
頁

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
認
証
サ
ー
バ
ー
、

w
w
wサ
ー
バ
ー
等
の
シ
ス
テ
ム
に
何
者
か
が
侵
入
し
、
こ
れ
ら

の
シ
ス
テ
ム
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
を
破
壊
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
の
接
続
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
さ
せ
た
。

（
露
木
康
浩
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
等
の
現
状
と
法
制
度
上
の
課
題
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
―
―
一
七
号
一

0
四
頁
よ
り
引
用
）

事

例

五
関
法
第
四
七
巻
第
六
号

四
六



損
壊
等
業
務
妨
害
罪
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

録
媒
体
）
上
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

四
七

朝
日
放
送
（
本
社
・
大
阪
市
）
が
開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
像
の
一
部
が
わ
い
せ
つ
画
像
に
切
り
替
わ
っ
て
い
た
事
件
で
、
大
阪
地
検
は

ー
ニ
日
、
埼
玉
県
富
士
見
市
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
員
（
二
七
）
を
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
、
わ
い
せ
つ
図
画
公
然
陳
列
の
罪
で
起
訴
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
内
容
を
改
ざ
ん
す
る
「
ク
ラ
ッ
カ
ー
」
が
、
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
で
起
訴
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。

起
訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
員
は
、
五
月
一
八
日
午
前
六
時
四
0
分
ー
同
一

0
時
二

0
分
の
間
、
東
京
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
業
者
を
経
由
し
て
、
朝
日
放
送
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
ー
に
侵
入
。
不
正
な
指
令
を
与
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
A
B
C
セ
ン
タ
ー
」
の
天
気
予
報
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル
九
ペ
ー
ジ
を
改
ざ
ん
。
こ
の
う
ち
、
五
ペ
ー
ジ
を
わ
い
せ
つ
画
像
と
入
れ
替
え
て
朝
日
放
送
の
業
務
を
妨
害
し
た
。
大
阪
府
警
は
、
朝
日
放

送
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
交
信
記
録
の
提
出
を
受
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
を
割
り
出
す
と
と
も
に
、
会
社
員
が

I
S
D
N
回
線
を
利
用
し
て

い
た
こ
と
か
ら
電
話
番
号
が
判
明
、
同
月
二
三
日
に
逮
捕
し
た
。

（
毎
日
新
聞
J
a
m
j
a
m
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
件
取
材
班

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
a
i
n
i
c
h
i
.
e
o
.
j
p
/
h
e
n
s
y
u
u
/
 ji
k
e
n
/
 g
a
z
o
0ヽ
6
1
2
 ,
 3.html) 

(
1
)
 

電
磁
的
記
録
と
は
「
一
定
の
記
録
媒
体
の
上
に
情
報
あ
る
い
は
デ
ー
タ
が
記
録
、
保
存
さ
れ
て
い
る
状
態
を
表
す
概
念
」
で
あ
る
か
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
サ
ー
バ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
デ
ィ
ス
ク
ア
レ
イ
（
記

一
定
の
期
間
記
憶
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
電
磁
的
記
録
に
あ
た

る
。
そ
し
て
、
シ
ス
テ
ム
中
の
デ
ー
タ
の
破
壊
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
事
務
処
理
の
場
面
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
指
令
を

与
え
、
そ
の
結
果
電
子
計
算
機
の
サ
ー
ビ
ス
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
目
的
に
沿
う
べ
き
動
作
を
な
さ
し
め
ず
、
結
果
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
の
接
続
サ
ー
ビ
ス
等
の
業
務
を
行
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
例
五
が
刑
法
二
三
四
条
の
二
の
電
子
計
算
機

わ
い
せ
つ
画
像
を
送
信
し
た
事
案
（
事
例
六
）
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
デ
ー
タ
を
削
除
し
、
か
つ
、
わ
い
せ
つ
画
像
を
送

信
し
て
い
る
が
、
「
使
用
目
的
に
沿
う
べ
き
動
作
を
な
さ
し
め
ず
」
と
は
、
具
体
的
な
業
務
遂
行
に
お
い
て
当
該
電
子
計
算
機
を
使
用
し

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

（
九
―
-
）



お

わ

り

に

（
九
―
二
）

一
般
に
単

(2) 

て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
目
的
に
適
合
す
る
よ
う
な
動
作
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
以
上
、
か
か
る
要
件
も
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
業
務
の
内
容
は
偽
計
威
力
業
務
妨
害
罪
に
お
け
る
と
同

(3) 

様
で
あ
り
、
人
が
反
復
継
続
す
る
意
図
で
行
う
経
済
的
社
会
的
活
動
を
妨
害
す
る
こ
と
を
い
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
デ
ー
タ
を
表
示
す

(4) 

る
こ
と
は
経
済
的
社
会
的
活
動
で
あ
る
か
ら
、
デ
ー
タ
の
表
示
を
妨
げ
た
こ
と
は
、
業
務
を
妨
害
し
た
と
言
え
よ
う
。

(
5
)
 

し
た
が
っ
て
、
事
例
二
に
つ
い
て
も
ニ
二
四
条
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

(
1
)
的
場
純
男
・
河
村
博
•
前
掲
米
澤
編
解
説
六
一
頁
。

(
2
)
（3
)

横
畠
裕
介
1
1
米
澤
編
解
説
一

0
二
頁
。

(4)

わ
い
せ
つ
画
像
を
送
信
し
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
の
成
立
だ
け
で
な
く
、
わ
い
せ
つ
図
画
公
然
陳
列
罪
の
成

立
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
電
子
デ
ー
タ
と
わ
い
せ
つ
図
画
公
然
陳
列
罪
と
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
「
わ
い
せ
つ
の
電
子
的
存
在
に
つ
い
て
」
関

西
大
学
法
学
論
集
第
四
七
巻
第
四
号
五
四
一
頁
以
下
参
照
。
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/
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/

(
5
)

な
お
、
本
件
で
は
デ
ー
タ
を
破
壊
し
て
お
り
電
磁
的
記
録
毀
棄
罪
も
同
時
に
成
立
す
る
が
、
両
罪
は
、
そ
の
保
護
法
益
、
罪
質
を
異
に
し
て
お

り
、
電
磁
的
記
録
毀
棄
罪
が
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
関
係
に
は
な
く
、
通
常
両
罪
は
観
念
的
競
合
の
関

係
に
あ
る
（
的
場
純
男
・
前
掲
米
澤
編
解
説
一
六
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
具
体
的
な
事
例
を
元
に
昭
和
六
二
年
改
正
に
よ
る
、
不
正
ア
ク
セ
ス
の
処
罰
の
射
程
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、

な
る
無
権
限
使
用
や
情
報
の
不
正
入
手
は
処
罰
さ
れ
な
い
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
無
権
限
使
用
に
つ
い
て
は
当

該
構
成
要
件
の
文
言
上
右
の
よ
う
な
行
為
が
処
罰
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

文
言
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
、
十
分
に
処
罰
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
無
権
限
使
用
や
情
報
の
不
正
入
手
に
つ

関
法
第
四
七
巻
第
六
号

四
八



四
九

い
て
処
罰
さ
れ
た
例
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
六
二
年
改
正
の
趣
旨
に
沿
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

無
権
限
使
用
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
現
行
法
で
も
部
分
的
に
処
罰
で
き
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
が
、
例
え
ば
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
流
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
不
正
に
入
手
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
現
行
法
の
適
用
に
よ
っ
て
は
処
罰

し
得
な
い
の
で
あ
り
、
か
か
る
行
為
を
処
罰
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
立
法
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
立
法
化
に
際
し
て
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
側
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

仮
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
が
技
術
的
に
完
全
で
あ
っ
て
不
正
ア
ク
セ
ス
を
許
さ
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
、
あ
え
て
刑
罰
を
も
っ
て

か
か
る
行
為
を
処
罰
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
検
討
し
た
事
例
に
お
い
て
も
、
事
例
二
、
三
、
四
、
に
つ
い
て
は
、
パ
ス
ワ
ー

ド
は
設
定
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
あ
る
程
度
知
識
の
あ
る
者
で
あ
れ
ば
試
す
よ
う
な
キ
イ
ワ
ー
ド
を
パ
ス
ワ
ー
ド
に
し
て
お
り

（
又
は
削
除
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
）
、
か
か
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
不
備
さ
え
な
け
れ
ば
十
分
不
正
ァ
ク
セ
ス
を
防
げ
た
事
案
で
あ
る

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
施
す
か
ど
う
か
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
す
る
側
の
意
識
の
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
施
さ

(
1
)
 

な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
も
刑
罰
で
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
は
な
お
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

(
1
)

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
資
料
と
し
て
は
、
郵
政
省
の
報
告
書
「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
・
信
頼
性
に
関
す
る
研
究

会
」
を
参
照
さ
れ
た
い
0
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【
追
記
】

本
稿
は
、
何
回
か
の
研
究
会
に
お
い
て
不
正
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
園
田
と
北
岡
が
議
論
し
た
内
容
の
一
部
で
あ
り
、
研
究
会
で
の
討
論
を
踏
ま
え
て

最
終
的
に
北
岡
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

不
正
ア
ク
セ
ス
と
刑
法

（
九
一
三
）




